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1　これまでの取り組み
河内長野市では、平成 19年（2007 年）秋に当時

の収納課（現税務課）が大阪弁護士会と懇談を実施し、
平成 20年（2008 年）4月から事例検討会を進めてきま
した。そして、平成 21年度（2009年度）に本市の市債
権管理に関する報告書等の作成を業務委託したことがは
じまりとなり、平成 22年度（2010 年度）には本市の私
債権管理・回収マニュアルの作成を業務委託し、それぞ
れ報告書・マニュアルを納品していただきました。
これら報告書・マニュアルの作成に当たっては、合
同部会に所属する弁護士の先生方が各債権別に分か
れて、実際に各債権の徴収・管理を担当している市
の職員らに対してヒアリングや現地調査などを実施し
て作成されたもので、職員が実際の業務で使用するこ
ともできる書式例も多数用意をしていただいており、
まさしく実務・実態に即した本市の債権管理の“バイブ
ル”と呼べるような報告書・マニュアルの内容に仕上
がっています。

2　債権管理研修実施のきっかけ
ところで、私が所属する総務課は、主に市の訴訟や
各部署の弁護士（法律）相談、条例や規則といった
法規文書の審査など、いわゆる法規事務を担当する
部署のため、私自身は債権管理に関しては門外漢で
した。しかし、近年は各部署から債権管理に関する相談
が多く寄せられるようになり、本市の顧問弁護士の先生
に債権管理に関して法律相談を実施する件数も増え

ていました。また、その内容も複雑・高度化している
傾向にありました。このような状況でしたので、債権
管理の重要性や実際に債権管理に当たる職員の能力向上

の必要性を強く感じておりました。
そこに、合同部会から納品された報告書・マニュア
ルのうちの1冊が総務課にも配付されてきました。そ
の内容を拝見した瞬間に、納品物として保存するだけ
に留まってはいけない、この報告書・マニュアルを
“バイブル” として職員が活用できるようにならなけれ
ばいけない、このバイブルを活かす責任を負っている
と強く感じたのが、債権管理研修を実施しようとした
きっかけでした。

3　債権管理研修の企画
研修を実施するとなれば、講師への謝礼が必要と

なることから、財政部局の予算査定や、本市の場合、
職員の研修に関しては人事部局による研修内容の査
定を経なければなりませんでした。ここで障壁とな
ったのが、財政・人事部局の「債権管理は各部署の
実務」といった考え方でした。つまり、債権管理研
修は法規事務を所管する総務課の事務ではないとい
うのです。
しかし、債権管理とは至って法的な問題であって、

「各部署の実務」と言えるようなものではありません。
債権管理には住民訴訟などの訴訟リスクが潜んでいる
ことや、債権の発生から管理・回収、債権の消滅まで
のほとんどが法的な手続であることは周知の事実です。
ですから、職員に対する債権管理研修は、まさしく総
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【河内長野市の事例】

大阪弁護士会との連携による事業について

河内長野市では、昨年度（2011年度）から大阪弁護士会の弁護士業務改革
委員会と行政問題委員会の合同部会（以下「合同部会」といいます。）にお
願いし、職員向けの「債権管理研修」を実施しています。
今回、この債権管理研修をテーマに、大阪弁護士会と河内長野市との連携に
よる事業についてご紹介をしたいと思います。
なお、文中、意見の部分については、私の個人的意見であることを申し上げ、
あらかじめご了承頂きたいと思います。
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